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研究成果の概要（和文）：本研究は朝廷文書の分析を通して得られた知見をもとに、朝廷儀礼・政務の復原的な
研究を行った。とりわけ古代においては、それ以降の時代に比べて伝存する史料が多くないが、中世以降の前近
代朝廷文書の分析が、こうした古代史における史料の不足を埋めることができることを示す、ひとつのモデルケ
ースになったと考える。中でも、現存する鎌倉時代の朝廷文書の中に、本来粘葉装であった文書を発見し得たこ
と、これと同様の文書が平安時代にも用いられていたこと、こうした形態の文書が摂関期における貴族社会の転
回に伴って登場したことを明らかにし得たことは、極めて大きな成果である。

研究成果の概要（英文）：This research conducted a restorative study of imperial court rituals and 
political affairs through analyzing imperial court documents(chotei monjo). Particularly in ancient 
Japanese history, there are not many historical materials, but this is a model case that shows that 
analysis of pre-modern court documents  can fill in the blank space of historical materials in 
ancient Japanese history. In particular, I discovered "pasted-leaf"(detcho) format documents of the 
Kamakura period, and that similar documents were also used in the Heian period. I think this 
phenomenon is related to transformation of Japanese society in Sekkan(Regents') period.
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
日本古代史は他の時代に比べて現存史料が多くないことから、ほとんど研究し尽くされたかのような閉塞感も漂
っている。こうした現状に鑑みれば、本研究において、朝廷文書を有効に活用することで新たな視角から研究を
推進していく方途を示し得たことには、多少なりとも学術的な意義があろう。また朝廷文書の中に粘葉装のもの
が存在することを解明したことは、平安時代史のこれまで知られなかった一面に光を当てたのみならず、書誌学
など関連諸分野に対しても新たな知見を提示するものとなった。今後の史資料分析・保存にも益するところがあ
ると考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
歴史学（文献史学）の主たる素材が史料であることは言うまでもないが、日本においては、史

料が古代より多数伝世したことにより「古文書学」と呼ばれる分野が発達してきた。ここでは各
史料が果たす機能などに注目して、それらを記録・文書・典籍に分類する。このうちの文書を、
上申・下達等の情報伝達の方向を中心に分類・整理するとともに、例えば書札礼の考察などを深
めて、独自の研究を展開させた。こうした古文書学の成果は、今や日本史の叙述に欠くことので
きないものとなっている。しかし、かかる「古文書学が主対象とした文書」（伝達文書）に当て
はまらない文書の存在も指摘されていた。その代表的なものが公家社会の政務や儀礼の中で作
成・活用・保存されてきた文書で、吉川真司「儀式と文書」（『律令官僚制の研究』塙書房、1998
年、初出 1991 年）は「朝廷文書」と名付けて整理し、分析すべきことを提起した。 
 朝廷文書の特徴は、それが古代より中世・近世を経て、幕末に至るまで作り続けられてきたこ
と、しかも伝統や先例を重んずる公家社会にあって、無論、時代の変化の影響を免れ得なかった
ものの、古様を墨守せんとする営みにより、かつての面影を存分に残している点にある。史料が
多数伝世した日本とはいえ、古代の文書や書様がそのままに伝世した事例はほんの僅かに過ぎ
ないが、朝廷文書の場合には、以上に述べた特徴により、中近世に作成された文書を遡及的に復
原して古代の分析に活用することが可能なのである。朝廷文書は朝廷の儀礼を執り行うために
作成されたものであるから、その分析は、文書それ自体への研究にとどまらず、おのずから儀礼
をより立体的に復原することに繋がる。朝廷文書は儀礼研究の新たな素材として、特に伝存する
史料が多くない日本古代・中世史の新たな視点として、極めて有望であると言えよう。 
 このような魅力を備えた素材であり、上述のように先行研究によってその存在、有効性が指摘
された朝廷文書ではあるが、これまでの研究では十分に活用するという段階には至っていない。
本研究は朝廷文書の調査を行うことで、その有効性を再確認するとともに、朝廷文書を用いた古
代・中世史研究の方法論を構築せんとするものである。 
 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、朝廷文書を用いた研究の方法論を確立するとともに、それを実際に応用して、

中近世の朝廷文書から得られた知見を、史料が少ない古代の朝廷儀礼の復原的な研究に活かす
ことにある。この際、各時代における儀礼の「変化」に注意することになるが、儀礼の運営者や
文書の作成者に着目することで、単なる文書・儀礼の変化にとどまらず、儀礼にかかわる社会集
団（貴族・公家社会が中心となるが、室町時代には武家も関わることになろう）の変容について
見通しを持つことも、本研究の目的となる。 
 
 
３．研究の方法 
本研究では、各史料所蔵機関に赴いて、朝廷文書の実物、およびその写真帳を調査する。書面

の文字情報以外にも注目し、文書の物質としての様態をも観察し、文書の使われ方にも注意を払
うことで、史料の歴史的意義を総合的に把握する。一方、これに関する史料、とりわけ古記録に
おける関連記事を博捜することにより、実物の文書が使用される場面の様子を復原する。ここで
も、当該文書がどのように使われているか、それを用いる身体的な動作（所作）、すなわち堂々
と用いるかコッソリ使うか等にも着目するようにする。 
 すでに活字化されている史料については、史料カードを作成することにより検索を容易にし、
その成果を踏まえた上で、効率的に現物・写真帳の調査を行う。研究成果は、適宜、口頭発表を
行うほか、文書化して公表することを目指す。 
 
 
４．研究成果 
 本研究の成果は前後半に分けて、大きく二つ挙げられる。 
 前半は、新型コロナウイルス感染症の初期、拡大時期に当たっており、主にこれまでの研究蓄
積を活かしつつ、刊本史料を丁寧に読み解くことで研究を進めた。具体的には山陵祭祀とそれに
関する定、およびそこで作成された定文や関連文書である。定文と儀礼の分析からは、山陵祭祀
のうち飛鳥・奈良時代より続く常幣が 10 世紀中葉に変質したことを確認した。また平安初期に
成立する別貢幣においては「合作」（アハセツクリ）という文書が利用されていることを発見し、
その分析を行った。また日記等に残された貴族たちの思考の跡を正確にたどることによって、臨
時の山陵祭祀に対して、貴族社会で誤解が生じる背景を分析し、これが山陵に対する忌避によっ
て生じたものではなく、山陵制度の転回によって、古代の制度が中世の実態と齟齬を来すように
なったことが背景にあることを明らかにした。また山陵に関する事柄のみならず、平安時代の貴
族社会において〈知の在り方〉の変容があったことを推測した。 
 後半は、とりわけ壬生家官務家の文書の中の史料調査を中心に研究を進めた。この結果、宮内



庁書陵部所蔵壬生家文書に残された鎌倉時代の仁王会文書 3 点のうち 2 点について、これがも
とは粘葉装であったことを明らかにした。また、同様の文書が同時代の古記録の中に確認できる
こと、そうした文書の使用が摂関期にまで遡ることも解明した。加えて、こうした冊子状の朝廷
文書が儀礼・政務の中で用いられるようになることは、貴族社会の変容とリンクした現象である
ことを指摘し、その歴史的意義についても深めた。本研究の前半で推測した〈知の在り方〉の変
容も、こうした文書や〈メディア〉の変容、貴族社会の転回と連動したものであると考えられる。 
 以上の研究成果については、次項に記載の学術雑誌掲載論文において公表済みである。一部に
ついては、一定の期間の後、各学術雑誌刊行学会の指定する Web サイト上にて公開される予定で
ある。また、より深めるべき論点等については、引き続き研究課題に据えて、研究を続ける予定
である。 
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